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■ ２０１４（平成２６）年度 入学者選抜における変更点 

 

 

                                 ☞ 32 頁 

➢ 国際バカロレア（ＩＢ）資格を取得した人を対象とする「国際バカロレア入試」を新たに導入します。 

<募集人員> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<選抜方法> 小論文および面接。出願要件として英語の資格が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ☞ 13 頁 

➢ ２段階選抜における第１段階選抜の実施倍率を、募集人員の約３倍（270 人程度）に変更します。 

《２０１３（平成２５）年度入試まで》            《２０１４（平成２６）年度入試》 

約３．３倍（２９７人程度）                 約３倍（２７０人程度） 

 

 

 

                     ☞ 25 頁 

➢ 出願資格・要件である英語資格を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

入学者選抜における変更点 

国際総合科学部 

医学部 医学科 

医学部 看護学科 

❑ 国際バカロレア入試 

❑ 一般選抜 第１段階選抜の実施倍率 

❑推薦入試【指定校制】出願資格 

看 護 学 科 要提出（スコア・級不問）

　　　　        資格

  学科

■英語資格　【出願時に下記のいずれかの公式な証明書を提出】

TOEFL-PBT (iBT) TOEIC GTEC for STUDENTS 英検

看 護 学 科 417点 （35点） 400点 500点

　　　　        資格

  学科

■英語資格　【出願時に下記のいずれかのスコア・級以上の公式な証明書を提出】

TOEFL-PBT (iBT) TOEIC GTEC for STUDENTS 英検

準２級

推薦
【公募制】

推薦
【指定校制】

ＡＯ
海外

帰国生
国際

バカロレア
外国人
留学生

社会人 計 Ａ方式 Ｂ方式 計

国 際 教 養 学系 10  30  15  若干名 若干名 若干名 若干名 55  55  30  85  140  

国 際 都 市 学系 5  25  15  若干名 若干名 若干名 若干名 45  50  25  75  120  

経 営 科 学 系 10  50  10  若干名 若干名 若干名 若干名 70  120  60  180  250  

理 学 系 10  42  8  若干名 若干名 若干名 若干名 60  50  30  80  140  

合計 35  147  48  若干名 若干名 若干名 若干名 230  275  145  420  650  

合計
　   　　 入試区分

  学系

特別選抜 一般選抜【前期日程】

国 際 教 養 学系

国 際 都 市 学系

経 営 科 学 系

理 学 系 460点 （48点） 500点 600点 ２級

500点 （61点） 600点 700点 準1級

500点 （61点） 600点 700点 準1級

TOEFL-PBT (iBT) TOEIC GTEC for STUDENTS 英検

500点 （61点） 600点 700点 準1級

　　　　       資格

  学系

■英語資格　【出願時に下記のいずれかのスコア・級以上の公式な証明書を提出】
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■ ２０１５（平成２７）年度 入学者選抜における出題教科・科目（予告） 

学習指導要領改訂に伴う平成２７年度入学者選抜における大学入試センター試験の利用教科・科目及び個別学

力検査の出題教科・科目等について、次のとおりとします（数学、理科以外の教科・科目について、変更はありませ

ん）。 

なお、内容は現時点のものであり、今後、諸事情の変化により一部変更となる可能性もありますので、本学からの発

表についてご注意ください。 

また、配点や得点の換算等の詳細については、（独）大学入試センターが平成２７年度大学入試センター試験にお

ける出題教科・科目の試験時間及び配点等を決定した後に、改めて公表します。 

 
（注）理科について 

・「基礎を付した科目」とは、物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎を指します。 
・「基礎を付していない科目」とは、物理、化学、生物、地学を指します。 

 

■ 国際総合科学部《国際教養学系・国際都市学系・経営科学系 共通》 

 公募制推薦入試  

大学入試センター試験 個別学力検査 

教 科 科目等《５（６）教科７科目または５（６）教科８科目》 教科等 科目等 

国 語 『国語』（古文・漢文を含む） 〈必須〉  課さない 

地理歴史 

公 民 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」 

「地理Ａ」「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」｢政治・経済｣ 

『倫理，政治・経済』から２科目 

数 学  

『数学Ⅰ・数学Ａ』 〈必須〉 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』「工業数理基礎」『簿記・会計』 

『情報関係基礎』から１科目 ※1 

理 科 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」 

「物理」「化学」「生物」「地学」 

「基礎を付した科目」から２科目選択または 

「基礎を付していない科目」から１科目選択 

外国語 『英語』（リスニングを含む） 〈必須〉 

※1 「工業数理基礎」 『簿記・会計』 または『情報関係基礎』 を選択解答できる者は、高等学校または中等教育学校において、

これらの科目を履修した者および文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科を修了（見込み）の者に限る。 

 一般選抜【前期日程】Ａ方式  

大学入試センター試験 個別学力検査 

教 科 科目等《５（６）教科７科目または５（６）教科８科目》 教科等 科目等 

国 語 『国語』（古文・漢文を含む） 〈必須〉 外国語 英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング 〈必須〉 

地理歴史 

公 民 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」 

「地理Ａ」「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」｢政治・経済｣ 

『倫理，政治・経済』から２科目 

その他 小論文 〈必須〉 

  

数 学  

『数学Ⅰ・数学Ａ』 〈必須〉 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』「工業数理基礎」『簿記・会計』 

『情報関係基礎』から１科目 ※1 

理 科 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」 

「物理」「化学」「生物」「地学」 

「基礎を付した科目」から２科目選択または 

「基礎を付していない科目」から１科目選択 

外国語 『英語』（リスニングを含む） 〈必須〉 

※1 「工業数理基礎」 『簿記・会計』 または『情報関係基礎』 を選択解答できる者は、高等学校または中等教育学校において、

これらの科目を履修した者および文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科を修了（見込み）の者に限る。 

 

入学者選抜における変更点 
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 一般選抜【前期日程】Ｂ方式  

大学入試センター試験 個別学力検査 

教 科 科目等《３教科３科目》 教科等 科目等 

国 語 『国語』（古文・漢文を含む） 外国語 英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング 〈必須〉 

地理歴史 

公 民 

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」『倫理，政治・経済』 

から１科目 

その他 小論文 〈必須〉 

  数 学  
『数学Ⅰ・数学Ａ』『数学Ⅱ・数学Ｂ』「工業数理基礎」 

『簿記・会計』『情報関係基礎』から１科目 ※1 

外国語 『英語』（リスニングを含む） 〈必須〉 

※1 「工業数理基礎」 『簿記・会計』 または『情報関係基礎』 を選択解答できる者は、高等学校または中等教育学校において、
これらの科目を履修した者および文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科を修了（見込み）の者に限る。 

〔大学入試センター試験の教科・科目について〕 
○外国語に加えて、国語、地歴・公民、数学のうち２教科を受験してください。 
○国語、地歴・公民、数学の ３教科を受験した場合は、高得点の２教科の成績を採用します。 
○数学で２科目を受験した場合は、高得点の１科目の成績を採用します。 
○地歴・公民で２科目を受験した場合は、第１解答科目の成績を採用します。 

■ 国際総合科学部《理学系》 

 公募制推薦入試  

大学入試センター試験 個別学力検査 

教 科 科目等《５教科７科目》 教科等 科目等 

国 語 『国語』（古文・漢文を含む） 〈必須〉  課さない 

地理歴史 

公 民 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」 
「地理Ａ」「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」｢政治・経済｣ 
『倫理，政治・経済』から１科目 

数 学  
『数学Ⅰ・数学Ａ』 〈必須〉 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』 〈必須〉 

理 科 「物理」「化学」「生物」から２科目 

外国語 『英語』（リスニングを含む） 〈必須〉 

〔出願要件における数学・理科の取扱いについて〕 
○数学Ⅲを履修していること。 
○「物理基礎・物理」「化学基礎・化学」「生物基礎・生物」のうち２つの科目群を履修していること。 

〔大学入試センター試験の教科・科目について〕 
○地歴・公民で２科目を受験した場合は、第１解答科目の成績を採用します。 

 一般選抜【前期日程】Ａ方式  

大学入試センター試験 個別学力検査 

教 科 科目等《５教科７科目》 教科等 科目等 

国 語 『国語』（古文・漢文を含む） 〈必須〉 外国語 英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング 〈必須〉 

地理歴史 

公 民 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」 
「地理Ａ」「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」｢政治・経済｣ 
『倫理，政治・経済』から１科目 

数 学 数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ 〈必須〉 

理 科 
「物理基礎・物理」 
「化学基礎・化学」 
「生物基礎・生物」 から２科目 

数 学  
『数学Ⅰ・数学Ａ』 〈必須〉 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』 〈必須〉 

  理 科 「物理」「化学」「生物」から２科目 

外国語 『英語』（リスニングを含む） 〈必須〉 

〔大学入試センター試験の教科・科目について〕 
○地歴・公民で２科目を受験した場合は、第１解答科目の成績を採用します。 

〔個別学力検査における数学の出題範囲について〕 
○数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａの出題範囲は全範囲とします。 
○数学Ｂの出題範囲は「数列」「ベクトル」とします。 

〔個別学力検査における理科の出題範囲について〕 
○「物理基礎・物理」の出題範囲は物理基礎、物理の全範囲とします。 
○「化学基礎・化学」の出題範囲は化学基礎、化学の全範囲とします。 
○「生物基礎・生物」の出題範囲は生物基礎、生物の全範囲とします。 

入学者選抜における変更点 
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 一般選抜【前期日程】Ｂ方式  

大学入試センター試験 個別学力検査 

教 科 科目等《５教科７科目》 教科等 科目等 

国 語 『国語』（古文・漢文を含む） 〈必須〉 外国語 英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング 〈必須〉 

地理歴史 

公 民 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」 
「地理Ａ」「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」｢政治・経済｣ 
『倫理，政治・経済』から１科目 

数 学 数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ 〈必須〉 

理 科 
「物理基礎・物理」 
「化学基礎・化学」 
「生物基礎・生物」 から１科目 

数 学  
『数学Ⅰ・数学Ａ』 〈必須〉 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』 〈必須〉 

  理 科 「物理」「化学」「生物」から２科目 

外国語 『英語』（リスニングを含む） 〈必須〉 

〔大学入試センター試験の教科・科目について〕 
○地歴・公民で２科目を受験した場合は、第１解答科目の成績を採用します。 

〔個別学力検査における数学の出題範囲について〕 
○数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａの出題範囲は全範囲とします。 
○数学Ｂの出題範囲は「数列」「ベクトル」とします。 

〔個別学力検査における理科の出題範囲について〕 
○「物理基礎・物理」の出題範囲は物理基礎、物理の全範囲とします。 
○「化学基礎・化学」の出題範囲は化学基礎、化学の全範囲とします。 
○「生物基礎・生物」の出題範囲は生物基礎、生物の全範囲とします。 

■ 医学部 医学科 

 一般選抜【前期日程】 

大学入試センター試験 個別学力検査 

教 科 科目等《５教科７科目》 教科等 科目等 

国 語 『国語』（古文・漢文を含む） 〈必須〉 外国語 英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング 〈必須〉 

地理歴史 

公 民 

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」 

｢政治・経済｣『倫理，政治・経済』から１科目 

数 学 数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ 〈必須〉 

理 科 
「物理基礎・物理」 
「化学基礎・化学」 
「生物基礎・生物」 から２科目 

数 学  
『数学Ⅰ・数学Ａ』 〈必須〉 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』 〈必須〉 
その他 

小論文 〈必須〉 

理 科 「物理」「化学」「生物」から２科目 面接 〈必須〉 

外国語 『英語』（リスニングを含む） 〈必須〉   

〔大学入試センター試験の教科・科目について〕 
○地歴・公民で２科目を受験した場合は、第１解答科目の成績を採用します。 

〔個別学力検査における数学の出題範囲について〕 
○数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａの出題範囲は全範囲とします。 
○数学Ｂの出題範囲は「数列」「ベクトル」とします。 

〔個別学力検査における理科の出題範囲について〕 
○「物理基礎・物理」の出題範囲は物理基礎、物理の全範囲とします。 
○「化学基礎・化学」の出題範囲は化学基礎、化学の全範囲とします。 
○「生物基礎・生物」の出題範囲は生物基礎、生物の全範囲とします。 

■ 医学部 看護学科 

 一般選抜【前期日程】 

大学入試センター試験 個別学力検査 

教 科 科目等《５教科６科目》 教科等 科目等 

国 語 『国語』（古文・漢文を含む） 〈必須〉 その他 論文 〈必須〉 

地理歴史 

公 民 

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」 

｢政治・経済｣『倫理，政治・経済』から１科目 

  
数 学 『数学Ⅰ・数学Ａ』『数学Ⅱ・数学Ｂ』から最大２科目 

「物理」「化学」から最大１科目  合計２科目 

理 科 
「生物」 〈必須〉 

外国語 『英語』（リスニングを含む） 〈必須〉 

〔大学入試センター試験の教科・科目について〕 
○地歴・公民で２科目を受験した場合は、第１解答科目の成績を採用します。 
○数学・理科を合わせて４科目受験した場合は、「生物」を除いた３科目のうち高得点の２科目を採用します。 

入学者選抜における変更点 
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〔国公立大学前期日程試験のみ実施します。後期日程試験は実施しません。〕  （単位：人） 

学  部 学  科 ・ 学  系 募集人員 

国際総合科学部 

国際総合科学科 

国際教養学系 
Ａ方式  55 

Ｂ方式  30 

国際都市学系 
Ａ方式  50 

Ｂ方式  25 

経 営 科 学 系 
Ａ方式 120 

Ｂ方式  60 

理 学 系 
Ａ方式  50 

Ｂ方式  30 

計  420 

医 学 部 

医 学 科   90 ※ 

看 護 学 科  70 

計  160 

合 計  580 

※医学部医学科募集人員の内訳 

一般枠 60人、地域医療枠 25人、神奈川県指定診療科枠 5人を合わせた人数 

（3つの枠の内容については、20頁～22頁参照） 

 

 

 

 

 

平成 26 年 

 1 月 27 日(月) ～ 2 月 5 日(水) 

 

国際総合科学部 

国際総合科学科 

国際教養学系 
平成 26 年 

2 月 25 日（火） 

平成 26 年 

3 月 8 日（土） 

平成 26 年 

3 月 14 日（金） 

国際都市学系 
平成 26 年 

2 月 25 日（火） 

経 営 科 学 系 
平成 26 年 

2 月 25 日（火） 

理 学 系 
平成 26 年 

2 月 25 日（火） 

一般選抜 

募 集 人 員 

日    程 

出願期間【郵送必着】 

合格発表日 入学手続日 個別学力検査（第２次試験）実施日 

前期日程 
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※医学部医学科の試験実施教科等 

            2 月 25 日   理科／外国語／数学     2 月 26 日   小論文／面接 

 

 

 

 

 

横浜市立大学 金沢八景キャンパス 

 
 

 

 

平成 26 年度大学入試センター試験のうち、本学が指定する教科・科目をすべて受験した者とします。

（14 頁～23 頁の「大学入試センター試験の指定教科・科目等」を参照） 

◆本学において、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があることを認定する個別の入学資格審査を

希望する者は、平成 25 年 9 月 10 日（火）までに横浜市立大学アドミッションズセンターへ申し

出てください。 

 

《障害のある者等の出願について》 

受験上および修学上の配慮を必要とする可能性がある入学志願者は、あらかじめ本学と事前相談を

行い、その事前相談結果を出願書類に添付する必要があります。該当者は、本学アドミッションズセ

ンター（入学試験事務室）より事前相談申請書の交付を受け、この申請書に配慮の内容・程度等を証

明する書類、その他本学が指示する書類等を添えて、平成 25 年 12 月 20 日(金)までに申請してくださ

い。 

 

               
 

 

 

入学志願者が次に掲げる倍率を超えた場合、平成 26 年度大学入試センター試験の成績および調査書

等により、第１段階選抜を行います。 

学 部 学 科 倍率（人数） 

医学部 医学科 約 3 倍（270 人程度） 

 

 

 
 

大学入試センター試験の成績、個別学力検査（第２次試験）の成績、調査書等を総合的に判断し、

各学科・学系で定める合否判定基準に従い、最終合格者を決定します。 

医 学 部 

医 学 科 

平成 26 年    ※ 
2 月 25 日（火） 

2 月 26 日（水） 平成 26 年 

3 月 8 日（土） 

平成 26 年 

3 月 14 日（金） 
看 護 学 科 

平成 26 年 

2 月 25 日（火） 

選 抜 方 法 

２段階選抜〔医学部医学科のみ〕 

試 験 場 

最終合格者の決定 

出 願 資 格 

一般選抜 

合格発表日 入学手続日 個別学力検査（第２次試験）実施日 
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❑ 募集人員 
（単位：人） 

学 系 
募集人員 

A 方式 B 方式 計 

国際教養学系 55 30 85 

国際都市学系 50 25 75 

経営科学系 120 60 180 

理 学 系 50 30 80 

 

❑ 大学入試センター試験の指定教科・科目 

■■■ 国際教養学系・国際都市学系・経営科学系 

方 式 教 科 科 目 教科科目数 摘 要 

Ａ方式 

国 語 『国語』（古文・漢文含む）（必須） 

5（6）教科 

7 科目 

 

理科で２科目を受験した場
合は第１解答科目の成績を
採用します。 
 

地 歴 

公 民 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」

「日本史Ｂ」「地理Ａ」「地理Ｂ」 

「現代社会」「倫理」｢政治・経済｣ 

『倫理，政治・経済』から２科目 

数 学 

『数学Ⅰ・数学Ａ』 （必須） 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』「工業数理基礎」 

『簿記・会計』『情報関係基礎』 

から１科目 

理 科 
「理科総合Ａ」「理科総合Ｂ」「物理Ⅰ」

「化学Ⅰ」「生物Ⅰ」「地学Ⅰ」 

から１科目 

外国語 『英語』（リスニングを含む）（必須） 

Ｂ方式 

国 語 『国語』（古文・漢文含む） 

3 教科 

3 科目 

1.外国語に加えて、国語、
地歴・公民、数学のうち  
２教科を受験してくださ
い。 

2.国語、地歴・公民、数学
の３教科を受験した場合
は、高得点の２教科の成績
を採用します。 

3.数学で２科目を受験した
場合は、高得点の１科目の
成績を採用の対象としま
す。 

4.地歴・公民で２科目を受験
した場合は第１解答科目
の成績を採用の対象とし
ます。 

地 歴 

公 民 

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」 

『倫理，政治・経済』から１科目 

数 学 
『数学Ⅰ・数学Ａ』『数学Ⅱ・数学Ｂ』 

「工業数理基礎」『簿記・会計』 

『情報関係基礎』から１科目 

外国語 『英語』（リスニングを含む）（必須） 

（注）『英語』でリスニングテストを受けなかった場合、または受験すべき教科・科目を受験していない場合は、

出願資格がありませんので注意してください。 

 

国際総合科学部 

一般選抜 
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■■■ 理学系 

方 式 教 科 科 目 教科科目数 摘 要 

Ａ方式 

Ｂ方式 

国 語 『国語』（古文・漢文含む）（必須） 

5 教科 

7 科目 

地歴公民で２科目を受験し
た場合は第１解答科目の成
績を採用します。 

地 歴 

公 民 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」

「日本史Ｂ」「地理Ａ」「地理Ｂ」 

「現代社会」「倫理」｢政治・経済｣ 

『倫理，政治・経済』から１科目 

数 学 
『数学Ⅰ・数学Ａ』と 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』の２科目（必須） 

理 科 
「物理Ⅰ」「化学Ⅰ」「生物Ⅰ」 

から２科目 

外国語 『英語』（リスニングを含む）（必須） 

（注）『英語』でリスニングテストを受けなかった場合、または受験すべき教科・科目を受験していない場合は、

出願資格がありませんので注意してください。 

 

❑ 個別学力検査（第２次試験）の出題科目 

■■■ 国際教養学系・国際都市学系・経営科学系 

■Ａ方式・Ｂ方式共通 

学 系 科 目 時 間 備      考 

国際教養学系 

英 語 90 分 『英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング』 

小論文 60 分 
人文科学・社会科学分野に関する課題を提示し、問題意識、
理解力、表現力、論理的思考力などを総合的に評価します。 

国際都市学系 

英 語 90 分 『英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング』 

小論文 60 分 
人文科学・社会科学分野に関する課題を提示し、問題意識、
理解力、表現力、論理的思考力などを総合的に評価します 

経営科学系 

英 語 60 分 『英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング』 

小論文 60 分 
社会科学分野に関する課題を提示し、問題意識、理解力、表

現力、論理的思考力などを総合的に評価します。 

（注）すべての科目を受験していない場合は、審査の対象になりません。

一般選抜 
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■■■ 理学系 

方 式 科 目 時 間 備      考 

Ａ方式 

英 語 60 分 『英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング』（必須） 

数 学 60 分 『数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ』（必須） 

理 科 120 分 
『物理Ⅰ・物理Ⅱ』、『化学Ⅰ・化学Ⅱ』、『生物Ⅰ・生物Ⅱ』 

から２科目選択 

Ｂ方式 

英 語 60 分 『英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング』（必須） 

数 学 60 分 『数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ』（必須） 

理 科 60 分 
『物理Ⅰ・物理Ⅱ』、『化学Ⅰ・化学Ⅱ』、『生物Ⅰ・生物Ⅱ』 

から１科目選択 

（注１）数学Ｂ・Ｃの出題範囲は、数列、ベクトル、行列とその応用、式と曲線です。 

（注２）物理Ⅱの出題範囲は、力と運動、電気と磁気、原子・分子の運動です。 

（注３）化学Ⅱの出題範囲は全範囲です。 

（注４）生物Ⅱの出題範囲は全範囲です。 

（注５）必須科目および選択科目のすべてを受験していない場合は、審査の対象になりません。 

❑ 出願に際しての留意点・出願から選抜までの流れ 

■■■ 国際教養学系・国際都市学系・経営科学系 

○出願時において方式（Ａ方式・Ｂ方式）を選択する必要はありません。 

（大学が自動集計）

〈センター試験〉 〈２次試験〉

（出願）
５（６）教科７科目

英　語
小論文

〈センター試験〉 〈２次試験〉

３教科３科目
英　語
小論文

志
願
者

センター試験の
受験教科・科目数が
Ｂ方式のみ満たす

志願者

Ｂ方式選抜

Ａ方式選抜

＋

＋

センター試験の
受験教科・科目数が
Ａ・Ｂ両方式とも満たす

志願者

７科目集計

３科目集計

 

■■■ 理学系 

○出願時に方式（Ａ方式・Ｂ方式）を選択してください。 

 

〈センター試験〉 〈２次試験〉

５教科７科目 英語・数学・理科（２科目）

〈センター試験〉 〈２次試験〉

５教科７科目 英語・数学・理科（１科目）

志
願
者

Ａ方式選抜

＋

志願者が方式を選択して出願

Ｂ方式選抜

＋

（出願）

（出願）

 

一般選抜 
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❑ 配点・審査基準および合否判定基準 

 最終合否判定  

■■■ 国際教養学系・国際都市学系・経営科学系 

○次表の大学入試センター試験の配点、個別学力検査（第２次試験）の配点の合計得点を審査基準

とします。 

○Ａ方式・Ｂ方式それぞれの定める大学入試センター試験科目を両方式とも満たしている場合、

両方式の審査の対象となります。 

○合否判定は、方式ごとに合計得点の高い者から順に合格とします。ただし、両方式とも合格

対象となった場合は、どちらか一方の方式の合格者として発表されます。 
 

■Ａ方式 

教 科 

試験区分 

国 語 

[200] 

地歴・公民 

[100] +[100] 

数 学 

[100] +[100] 

理 科 

[100] 

外国語 

[250] 
小論文 合計点 

大 学 入 試 

センター試験 
200 200 200 100 300 ― 1,000 

個別学力検査 

（第２次試験） 
― ― ― ― 300 200 500 

合  計  200 200 200 100 600 200 1,500 

（注１）教科の[  ] 内は、大学入試センター試験の素点を示します。 

（注２）大学入試センター試験配点換算方法 

外国語（英語)：［筆記（200点満点）＋リスニング（50点満点）］×1.2倍＝300点 

 

■Ｂ方式 

教 科 

試験区分 

国 語 

[200] 

地歴・公民 

[100] 

数 学 

[100] 

外国語 

[250] 
小論文 合計点 

大学入試センター試験 （200） （200） （200） 300 ― 700 

個別学力検査（第２次試験） ― ― ― 300 200 500 

合  計  
400 

得点の高い２教科または受験した２教科を採用 

地歴・公民２科目受験者は第 1 解答科目を対象とする 

600 200 1,200 

（注１）教科の[  ] 内は、大学入試センター試験の素点を示します。 

（注２）大学入試センター試験配点換算方法 

地歴・公民   ：100点満点×2倍＝200点 

数学         ：100点満点×2倍＝200点 

外国語（英語)：［筆記（200点満点）＋リスニング（50点満点）］×1.2倍＝300点

 

 

 

 

一般選抜 



 18 

 

 

 

■■■ 理学系 

○次表の大学入試センター試験の配点、個別学力検査（第２次試験）の配点の合計得点を審査

基準とします。 

○合否判定はＡ方式・Ｂ方式それぞれで合計得点の高い者から順に合格とします。 

 

■Ａ方式 

教 科 

試験区分 

国 語 

[200] 

地歴・公民 

[100] 

数 学 

[100] +[100] 

理 科 

[100] +[100] 

外国語 

[250] 
合計点 

大学入試センター試験 200 100 200 200 300 1,000 

個別学力検査（第２次試験） ― ― 200 
400 

(200+200) 
200 800 

合  計  200 100 400 600 500 1,800 

（注１）教科の[  ] 内は、大学入試センター試験の素点を示します。 

（注２）大学入試センター試験配点換算方法 

外国語（英語)：［筆記（200点満点）＋リスニング（50点満点）］×1.2倍＝300点 

 

■Ｂ方式 

教 科 

試験区分 

国 語 

[200] 

地歴・公民 

[100] 

数 学 

[100] +[100] 

理 科 

[100] +[100] 

外国語 

[250] 
合計点 

大学入試センター試験 200 100 200 200 300 1,000 

個別学力検査（第２次試験） ― ― 200 200 200 600 

合  計  200 100 400 400 500 1,600 

（注１）教科の[  ] 内は、大学入試センター試験の素点を示します。 

（注２）大学入試センター試験配点換算方法 

外国語（英語)：［筆記（200点満点）＋リスニング（50点満点）］×1.2倍＝300点 

一般選抜 
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❑ 募集人員 
（単位：人） 

学 科 募 集 枠 募集人員 

医 学 科 

（１）一般枠 60 

90 （２）地域医療枠 25 

（３）神奈川県指定診療科枠 5 

※ いずれの募集枠についても、出身地および出身高等学校所在地による出願制限はありません。 

 

❑ 大学入試センター試験の指定教科・科目等 

教 科 科 目 教科科目数 摘 要 

国 語 『国語』（古文・漢文含む）（必須） 

5 教科 

7 科目 

地歴・公民で２科目を受験し

た場合は、第１解答科目の成

績を採用します。 

地 歴 

公 民 

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」「現代社会」

「倫理」「政治・経済」『倫理，政治・経済』 

から１科目 

数 学 
『数学Ⅰ・数学Ａ』と 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』の２科目（必須） 

理 科 
「物理Ⅰ」「化学Ⅰ」「生物Ⅰ」 

から２科目 

外国語 『英語』（リスニングを含む）（必須） 

（注）『英語』でリスニングテストを受けなかった場合、または受験すべき教科・科目を受験していない場合は、

出願資格がありませんので注意してください。 
 

❑ 個別学力検査（第２次試験）の出題科目等 

教科等 科目・内容等 時 間 

数 学 『数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ』（必須） 120 分 

理 科 
『物理Ⅰ・物理Ⅱ』、『化学Ⅰ・化学Ⅱ』、『生物Ⅰ・生物Ⅱ』 

から 2科目選択 
180 分 

外国語 『英語Ⅰ・英語Ⅱ・リーディング・ライティング』（必須） 90 分 

小論文 
与えられたテーマについて、1,000字程度で論述する。 

論理的思考力、記述力などを評価します。（必須） 
60 分 

面 接 
医学を志す動機、医学・医療に対する適性、意欲、社会的適応力などを

総合的に評価します。（必須） 
― 

（注１）数学Ｂ・Ｃの出題範囲は、数列、ベクトル、行列とその応用、式と曲線です。 

（注２）物理Ⅱの出題範囲は、力と運動、電気と磁気、原子・分子の運動です。 

（注３）化学Ⅱの出題範囲は全範囲です。 

（注４）生物Ⅱの出題範囲は全範囲です。 

（注５）必須科目および選択科目のすべてを受験していない場合は、審査の対象になりません。 

医学部 医学科 

一般選抜 
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❑ 配点・審査基準および合否判定基準 

 第１段階選抜  〔入学志願者が本学の定める倍率を超えた場合のみ実施（13頁参照）〕 

○次表の大学入試センター試験の配点の合計点を審査基準とします。 

○合否判定は、合計得点の高い者から順に合格とします。 

 最終合否判定  

○次表の大学入試センター試験の配点、個別学力検査（第２次試験）の配点の合計点および小論文と面

接を数段階で評価し、審査基準とします。小論文の評価または面接の評価が一定の水準以下の場合

には合格しない場合があります。 

○合否判定は、合計得点の高い者から順に、第１志望枠から優先して合格とします（募集枠につい

ては、「募集枠について」をご覧ください）。第２志望枠または第３志望枠まで志望した受験生は、

第１志望枠で合格とならなかった場合、第２志望枠または第３志望枠での合格の可能性がありま

す。どの募集枠で合格となったかについては、合格発表時に郵送する合格通知書に記載します。 
 

教 科 
 

試験区分 

国 語 

[200] 

地歴・公民 

[100] 

数 学 
[100]+ [100] 

理 科 
[100]+ [100] 

外国語 

[250] 
小論文 面 接 合計点 

大 学 入 試 

センター試験 
200 100 200 200 300 ― ― 1,000 

個別学力検査 

（第２次試験） 
― ― 400 400 400 ＊ ＊ 1,200 

合  計  200 100 600 600 700 ＊ ＊ 2,200 

＊『小論文』『面接』は数段階で評価します。 

（注１）教科の[  ] 内は、大学入試センター試験の素点を示します。 

（注２）大学入試センター試験配点換算方法 

外国語（英語）：［筆記（200 点満点）＋リスニング（50 点満点）］×1.2 倍＝300 点 

 

 

❑ 募集枠について 《 （１）一般枠 ／ （２）地域医療枠 ／ （３）神奈川県指定診療科枠 》 

医学部医学科には、（１）～（３）の３種類の募集枠があります。（２）と（３）は顕在化してきた医師不足に対

し、地域医療機関における医師確保の安定化に寄与するため、県内で医学部を有する唯一の公立大学であ

る本学に設置されています。（２）の地域医療枠は、神奈川県内の地域医療に従事する医師を、また（３）の神

奈川県指定診療科枠は、神奈川県内で特に不足している４診療科（産科・小児科・麻酔科・外科）に従事する医師

をそれぞれ養成します。いずれの募集枠も、出願者の出身地および出身高等学校所在地による制限はありません。

また、入学後６年間の医学科教育カリキュラムも同一です。詳細は次項以降に記載の説明を参照してください。出

願時には、入学願書の３つの募集枠に１～３の志望順位を記載していただきます。ただし、１つまたは２つの募集

枠だけに出願することもできます。（２）（３）の募集枠については、本人による「誓約書」、ならびに出身高等学校

（中等教育学校を含む）からの「推薦書」の提出が必要となります。 

 

 

一般選抜 
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（１）     （募集人員 60 人） 

従来の前期日程として募集してきた枠で、入学後 6年間の医学科教育カリキュラムを履修します。 

▼卒業後研修プログラムのモデルケース（一般枠） 

6 年間 2 年間 3 年間 

医学科 

教育 

初期研修 

※修了半年ほど前に専門医研

修の研修先病院を決定 

専門医研修 

 

 

（２）       （募集人員 25 人） 

①神奈川県地域医療枠（募集人員 20 人）、②市大地域医療枠 (募集人員 5 人) 

地域医療枠は①②とも同じ条件で募集を行います。従って出願・合否判定に際しては同じ扱いと

なります。また、入学後のカリキュラムについても以下の通り同じとなります。 

入学後、6 年間の医学科教育カリキュラム（一般枠・神奈川県指定診療科枠と共通）を履修し、

卒業後は 2 年間の初期研修を受けます。その後、3 年間の専門医研修を経て、将来、地域医療の指

導的・中核的役割を担えるよう 4 年間の地域医療実践コースによる一貫プログラムの教育を受けま

す。 

この枠の志願者には、出願時に地域医療枠用「誓約書」および出身高等学校からの「推薦書」を

提出していただきます。 

▼卒業後研修プログラムの流れ（地域医療枠） 

6 年間 2 年間 3 年間 4 年間 

医学科 

教育 

初期研修 

※修了半年ほど前に専門医研

修の研修先病院を決定 

専門医研修 地域医療実践コース 

※本学附属病院をはじめ、神奈川県内の医療機関より 

勤務先を決定 

 

 

（３）            （募集人員 5 人） 

将来、産科（産科の診療を行う産婦人科を含む）、小児科、麻酔科および外科のうち、神奈川県が学

部 5 年次終了時に指定する診療科の医療に、初期研修修了後従事することを目的とした募集枠です。従

事する診療科は、5 年次終了時に県内医療の状況、学生本人の特性（希望、能力、適性）、大学の意見を

総合的に勘案して、産科、小児科、麻酔科、外科の中から知事が指定します。 

なお、この枠では学部 1 年次～6 年次の 6 年間、神奈川県から本学の学費および生活費相当額の修学

資金の貸付を受けることが条件となります。借り受けた修学資金については、本学を卒業し、初期研修

修了後に 9 年間（本学在学期間である 6 年間の 1.5 倍の期間）を神奈川県内における医療機関において、

知事が指定した診療科の医療に従事することで返還の義務は免除されます。 

 

 

一般選抜 

一般枠 

地域医療枠 

神奈川県指定診療科枠 
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入学後、6 年間の医学科教育カリキュラム（一般枠・地域医療枠と共通）を履修し、卒業後は 2

年間の初期研修を受けます。その後、3 年間の専門医研修を経て、将来、地域医療の指導的・中核的役

割を担えるよう 6 年間の地域医療実践コースによる一貫プログラムの教育を受けます。 

なお、初期研修修了時に勤務する病院は、神奈川県医療対策協議会において協議の上、県内医療

機関の中から知事が指定します。 

 この指定する病院は、医師が不足している地域における中核的、かつ、勤務体制の整っている病

院を想定しており、指定診療科の指導の下で勤務していただきます（県立病院に限るものではあり

ません）。また、指定後は 9 年間同一の指定病院に勤務するとは限らず、県内医療の状況を見なが

ら、いくつかの病院に勤務していただく場合もあります。 

 この枠の志願者には、出願時に指定診療科枠用「誓約書」および出身高等学校からの「推薦書」

を提出していただきます。 

▼卒業後研修プログラムの流れ（神奈川県指定診療科枠） 

6 年間 2 年間 3 年間 6 年間 

医学科教育 

※神奈川県より 

修学資金を貸与 

※5年次終了時に

診療科を指定 

初期研修 

※修了半年ほど

前に専門医研修

の研修先病院を

決定 

専門医研修 地域医療実践コース 

9 年間、指定診療科で診療に携わった場合、修学資金の返還義務は免除 

※産科、小児科、麻酔科、外科より学部 5 年次終了時に診療科を指定 

※本学附属病院をはじめ、神奈川県内の医療機関より勤務先を決定 

   

≪神奈川県指定診療科枠に関する補足事項≫  

●次のような場合には、修学資金の貸付を停止します。 

 大学を退学、または退学させられたとき。 

 修学生であることを辞退したとき。 

 心身の故障のため、大学を卒業する見込みがなくなったと認められるとき。 

 学業成績や品行が著しく不良となったとき。 

 虚偽その他不正な方法により、修学資金を受けたことが明らかになったとき。 

 その他修学資金の貸付の目的を達成する見込みがなくなったと認められるとき。 

●修学資金返還免除のために必要な勤務期間 9 年間のうち、妊娠・出産・育児、その他、県がやむを得ないと

認める事由により医療業務に従事できない期間は、この 9 年間には含まれません。 

●初期研修修了後、9 年間の間に、専門医研修等を行いながら大学院教育を受けることも可能です。 

 

一般選抜 
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❑ 募集人員 
（単位：人） 

学 科 募集人員 

看 護 学 科 70 

 

❑ 大学入試センター試験の指定教科・科目等 

教 科 科 目 教科科目数 摘 要 

国 語 『国語』（古文・漢文含む）（必須） 

5 教科 

6 科目 

1. 地歴・公民で２科目を受験

した場合は、第１解答科目

の成績を採用します。 

2. 理科２科目受験の場合は

「生物Ⅰ」を第１解答科目

としてください。 

3. 数学・理科合わせて４科目

受験した場合は、生物を除

いた３科目のうち高得点の

２科目を採用します。 

地 歴 

公 民 

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」「現代社会」

「倫理」「政治・経済」『倫理，政治・経済』 

から１科目 

数 学 
『数学Ⅰ・数学Ａ』『数学Ⅱ・数学Ｂ』 

から最大２科目 

「物理Ⅰ」「化学Ⅰ」から最大１科目 

合計２科目 
理 科 

「生物Ⅰ」（必須） 

外国語 『英語』（リスニングを含む）（必須） 

（注）『英語』でリスニングテストを受けなかった場合、または受験すべき教科・科目を受験していない場合は、

出願資格がありませんので注意してください。 

   また、理科２科目受験者で「生物Ⅰ」を第１解答科目としない場合も出願資格がありません。 
 

❑ 個別学力検査（第２次試験）の出題科目等 

科 目 時 間 備      考 

論 文 120 分 
保健・医療・福祉の分野に関する課題を提示し、問題意識、理解力、 

表現力、論理的思考力などを総合的に評価します。 

 

❑ 配点・審査基準および合否判定基準 

 最終合否判定  

○次表の大学入試センター試験の配点、個別学力検査（第２次試験）の配点の合計点を審査基準とします。 

○合否判定は、合計得点の高い者から順に合格とします。ただし、個別学力検査（第２次試験）の評価

が一定の水準以下の場合には合格しない場合があります。 

教 科 

試験区分 

国 語 

[200] 

地歴・公民 

[100] 

数 学 

[100] 

理 科 

[100] 

外国語 

[250] 
論 文 合計点 

大 学 入 試 

センター試験 
200 100 

100 
または 

100+100 

100+100 
または 

100 
300 ― 900 

個別学力検査 

（第２次試験） 
― ― ― ― ― 300 300 

合  計  200 100 
100 
または 

200 

200 
または 

100 
300 300 1,200 

（注１）教科の[   ] 内は、大学入試センター試験の素点を示します。 

（注２）大学入試センター試験配点換算方法 

外国語(英語)：［筆記（200点満点）＋リスニング（50点満点）］×1.2倍＝300点 

医学部 看護学科 

一般選抜 
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 （単位：人） 

学部・学科・学系 

入試区分 

国際総合科学部 国際総合科学科 医学部 

国際教養学系 国際都市学系 経営科学系 理学系 看護学科 

推薦入試【指定校制】 30 25 50 42 30 

推薦入試【公 募 制】 10 5 10 10 － 

Ａ Ｏ 入 試 15 15 10 8 － 

海 外 帰 国 生 入 試 若干名 若干名 若干名 若干名 － 

国際バカロレア入試 若干名 若干名 若干名 若干名 － 

外国人留学生入試 若干名 若干名 若干名 若干名 － 

社 会 人 入 試 若干名 若干名 若干名 若干名 － 

(注)各特別選抜において志願者数が募集人員に満たない場合および各選抜の合否判定基準において受験者が一定の

水準を満たさない場合は、合格者数が募集人員に満たないことがあります。 

 

 

各特別選抜における、英語資格にかかわる出願要件は以下のとおりです。 
出願時に、下記のスコア・級以上の公式な証明書を提出する必要があります。 

※推薦入試【公募制】においては、英語資格は必要ありません。 

試験の種類 
入試区分 

TOEFL-PBT 
(TOEFL-iBT) 

TOEIC 
GTEC for 

STUDENTS 
実用英語技能
検定(英検) 

推薦入試 
【指定校制】 

国際教養学系 417 点（35 点） 400 点 500 点 準２級 

国際都市学系 417 点（35 点） 400 点 500 点 準２級 

経営科学系 要提出（スコア・級不問） 

理 学 系 必須ではないが、何らかのスコア・級の提出が望ましい 

看 護 学 科 417 点（35 点） 400 点 500 点 準２級 

ＡＯ入試 

国際教養学系 460 点（48 点） 500 点 600 点 ２級 

国際都市学系 460 点（48 点） 500 点 600 点 ２級 

経営科学系 460 点（48 点） 500 点 600 点 ２級 

理 学 系 417 点（35 点） 400 点 500 点 準２級 

海外帰国生 
入試 

国際教養学系 500 点（61 点） 600 点 700 点 準１級 

国際都市学系 500 点（61 点） 600 点 700 点 準１級 

経営科学系 500 点（61 点） 600 点 700 点 準１級 

理 学 系 460 点（48 点） 500 点 600 点 ２級 

国際バカロレア 
入試 

国際教養学系 500 点（61 点） 600 点 700 点 準１級 

国際都市学系 500 点（61 点） 600 点 700 点 準１級 

経営科学系 500 点（61 点） 600 点 700 点 準１級 

理 学 系 460 点（48 点） 500 点 600 点 ２級 

外国人留学生 
入試 

国際教養学系 500 点（61 点） 600 点 700 点 準１級 

国際都市学系 500 点（61 点） 600 点 700 点 準１級 

経営科学系 460 点（48 点） 500 点 600 点 ２級 

理 学 系 460 点（48 点） 500 点 600 点 ２級 

社会人入試 

国際教養学系 500 点（61 点） 600 点 ― 準１級 

国際都市学系 500 点（61 点） 600 点 ― 準１級 

経営科学系 500 点（61 点） 600 点 ― 準１級 

理 学 系 500 点（61 点） 600 点 ― 準１級 
 

募 集 人 員 

英 語 資 格 

特別選抜 
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❑ 募 集 人 員 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

（単位：人） 

学 部 学 科 学 系 募集人員 

国際総合科学部 国際総合科学科 

国際教養学系 30 

国際都市学系 25 

経営科学系 50 

理 学 系 42 

医 学 部 看 護 学 科 30 

  

❑ 日 程 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

平成 25 年 

 11 月 1 日(金) ～11 月 6 日(水) 

平成 25 年 

11月23日(土・祝) 

平成 25 年 

12 月 3 日（火） 

平成 25 年 

12 月 25 日（水） 

 

❑ 試 験 場 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

横浜市立大学 金沢八景キャンパス 

 

❑ 出願資格・要件_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

次に掲げる基準をいずれも満たす者で、本学が指定する高等学校（中等教育学校を含む。以下同じ）

の学校長が推薦する者 

① 本学が指定する高等学校を平成 26年 3月に卒業見込みの者 

② 高等学校在学中の学業成績が一定基準以上の者（詳細は指定校宛に通知します） 

③ 下記に定める資格のいずれかのスコア・級を有し、公式な成績証明書を提出できる者 

国際教養学系 ：TOEFL-PBT 417点（iBT 35点）以上、TOEIC 400点以上、 

国際都市学系  GTEC for STUDENTS 500点以上、または実用英語技能検定（英検）準２級以上 

経営科学系 ：TOEFL-PBT（iBT）、TOEIC、GTEC for STUDENTS、 

または実用英語技能検定（英検）のいずれかのスコア・級（スコア・級不問） 

理 学 系 ：必須ではないが、何らかのスコア・級を提出することが望ましい。 

看 護 学 科 ：TOEFL-PBT 417点（iBT 35点）以上、TOEIC 400点以上、 

GTEC for STUDENTS 500点以上、または実用英語技能検定（英検）準２級以上 

〔TOEFL-ITP、TOEIC-IP の取り扱いについて〕 

志願者の在籍する高等学校が実施団体の場合のみ認められます。 

 

❑ 評 価 方 法 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

書類審査および面接 
 

❑ そ の 他 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

指定校宛に、個別に推薦依頼を行います。 

出願期間【郵送必着】 選考日 合格発表日 入学手続日 

推薦入試【指定校制】 

推薦入試【指定校制】 
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❑ 募 集 人 員 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

（単位：人） 

学 部 学 科 学 系 募集人員 

国際総合科学部 国際総合科学科 

国際教養学系 10 

国際都市学系  5 

経営科学系 10 

理 学 系 10 
 

❑ 日 程 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

平成 26 年 

  1月14日(火) ～ 1月24日(金) 

大学入試センター

試験 

平成 26 年 

 2 月 7 日（金） 

平成 26 年 

 2 月 14 日（金） 

 

❑ 出願資格・要件_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

次に掲げる基準をいずれも満たす者で、出身高等学校（中等教育学校および文部科学大臣が高等学校

の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定した在外教育施設を含む。以下同じ）

の学校長が推薦する者 

① 高等学校を平成 25年 3月に卒業した者もしくは平成 26年 3月に卒業見込みの者 

② 本学への入学を強く希望し、合格した場合には入学することを確約できる者 

③ 理学系の場合、数学Ⅲ・Ｃおよび「物理Ⅰ・Ⅱ」「化学Ⅰ・Ⅱ」「生物Ⅰ・Ⅱ」のうち２つの科目群

を修得した者または修得見込みの者 

④ 平成 26年度大学入試センター試験のうち、本学が指定する教科・科目をすべて受験した者 
 

❑ 選 考 方 法 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

大学入試センター試験の成績および書類審査 
 

❑ 大学入試センター試験の指定教科・科目等_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

■■■ 国際教養学系・国際都市学系・経営科学系 

教 科 科 目 教科科目数 摘 要 

国 語 『国語』（古文・漢文含む） （必須） 

5（6）教科 

7 科目 

理科で２科目を受
験した場合は第１
解答科目の成績を
採用します。 

地 歴 

公 民 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」「地理Ａ」

「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」｢政治・経済｣ 

『倫理，政治・経済』から２科目 

数 学 

『数学Ⅰ・数学Ａ』 （必須） 

『数学Ⅱ・数学Ｂ』「工業数理基礎」『簿記・会計』 

『情報関係基礎』から１科目 

理 科 
「理科総合Ａ」「理科総合Ｂ」「物理Ⅰ」「化学Ⅰ」「生物Ⅰ」

「地学Ⅰ」から１科目 （必須） 

外国語 『英語』（リスニングを含む） （必須） 

（注）『英語』でリスニングテストを受けなかった場合、または受験すべき教科・科目を受験していない場合は、

出願資格がありませんので注意してください。 

推薦入試【公募制】 

出願期間【郵送必着】 選考日 合格発表日 入学手続日 

推薦入試【公募制】 
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■■■ 理学系 

教 科 科 目 教科科目数 摘 要 

国 語 『国語』（古文・漢文含む）（必須） 

5 教科 

7 科目 

地歴公民で２科目
を受験した場合は
第１解答科目の成
績を採用します。 

地 歴 

公 民 

「世界史Ａ」「世界史Ｂ」「日本史Ａ」「日本史Ｂ」「地理Ａ」

「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」｢政治・経済｣ 

『倫理，政治・経済』から１科目 

数 学 『数学Ⅰ・数学Ａ』と『数学Ⅱ・数学Ｂ』の２科目 （必須） 

理 科 「物理Ⅰ」「化学Ⅰ」「生物Ⅰ」から２科目 

外国語 『英語』（リスニングを含む） （必須） 

（注）『英語』でリスニングテストを受けなかった場合、または受験すべき教科・科目を受験していない場合は、

出願資格がありませんので注意してください。 
 

 

❑ 配点・審査基準および合否判定基準 

 最終合否判定  

○次表の大学入試センター試験の合計点および出願書類を総合的に評価し、合否判定を行います。 

○応募・選考状況によっては、合格発表数が募集人員に満たない、もしくは募集人員より多くなる場

合があります。 

 

教 科 

学 系 

国 語 

[200] 

地歴・公民 

[100] 

数 学 

[100] 

理 科 

[100] 

外国語 

[250] 
合計点 

国際教養学系 

国際都市学系 

経営科学系 

200 
2科目各100

合計 200 

2科目各100

合計 200 
100 300 1,000 

理学系 200 100 
2科目各100

合計 200 

2科目各100

合計 200 
300 1,000 

（注１）教科の[  ] 内は、大学入試センター試験の素点を示します。 

（注２）大学入試センター試験配点換算方法 

外国語（英語)：［筆記（200点満点）＋リスニング（50点満点）］×1.2倍＝300点 

推薦入試【公募制】 
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❑ 募 集 人 員 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

（単位：人） 

学 部 学 科 学 系 募集人員 

国際総合科学部 国際総合科学科 

国際教養学系 15 

国際都市学系 15 

経営科学系 10 

理 学 系 8 

 

❑ 日 程 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

平成 25 年 

  8 月 30 日(金) ～ 9 月 3 日(火) 

 

平成 25 年 

 9 月 27 日（金） 

平成 25 年 

 10 月 12 日（土） 

平成 25 年 

10 月 22 日（火） 

平成 25 年 

12 月 25 日（水） 

 

❑ 試 験 場 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

横浜市立大学 金沢八景キャンパス 

 

❑ 出 願 資 格 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

次のいずれかに該当する者 

① 高等学校（中等教育学校を含む。以下同じ）を卒業した者および平成 26 年 3 月までに卒業見込み

の者 

② 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者および平成 26 年 3 月までに修了見込みの者 

③ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

られる者および平成 26 年 3 月 31 日までにこれに該当する見込みの者 

 

❑ 出 願 要 件 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

次のいずれにも該当する者 

① 横浜市立大学と国際総合科学部の理念や教育内容をよく理解し、国際総合科学部への志望理由や入

学後の構想が明確で、それを実現するに十分な意欲と能力を有する者 

② 学業、社会人経験などを通じて、さまざまな活動に積極的に取り組み、成果をあげていると自己評

価できる者 

③ 本学への入学を強く希望し、合格した場合には入学することを確約できる者 

 

 

 

出願期間【郵送必着】 

Ａ Ｏ 入 試 

第２次選考日 合格発表日 入学手続日 第 1 次選考合格発表日 

ＡＯ入試 
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④ 下記に定める資格のいずれかのスコア・級を有し、公式な成績証明書を提出できる者 

＜但し、TOEFL-ITP、TOEIC-IP は認められません＞ 

国際教養学系 ：TOEFL-PBT 460 点（iBT 48 点）以上、TOEIC 500 点以上、 

国際都市学系  GTEC for STUDENTS 600 点以上、または実用英語技能検定（英検）２級以上 

経営科学系 

理 学 系 ：TOEFL-PBT 417 点（iBT 35 点）以上、TOEIC 400 点以上、 

GTEC for STUDENTS 500 点以上、または実用英語技能検定（英検）準２級以上 

 

❑ 選 考 方 法 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 備 考 

第１次選考 

出願書類審査 
●プレゼンテーション(発表)概要１ 

「これまでの活動や取り組みで自己評価できるもの」 
●プレゼンテーション(発表)概要２ 

「志望理由・入学後の目標」 
●TOEFL・TOEIC・GTEC for STUDENTS・英検の成績証明書 
●調査書 等 

第２次選考 
面接審査 
プレゼンテーション（発表） 
質疑 等 

合格者の決定 
出願書類により第１次選考を行い、第１次選考合格者に対して第２次選考を行います。 
第２次選考は、書類審査の評価と面接の評価を総合評価して合格者を決定します。 

 

 

※ 優遇措置（理学系のみ） 
「全国物理コンテスト第１チャレンジ」、「全国高校化学グランプリ（一次選考）」、または「日本生物

学オリンピック予選」の通過者は、第１次選考（書類審査）の評価にかかわらず、第２次選考（面接

審査）に進むことができます。 

 

 

 

   

区 分 配      点 

第１次選考 出願書類審査 <100 点> 

70 点 
●プレゼンテーション(発表)概要１ 
●プレゼンテーション(発表)概要２ 

30 点 
●英語資格の級・スコア 
●高等学校の調査書等 

第２次選考 面接審査 <100 点> 

 
 

ＡＯ入試 

配 点 



 30 

 
 

❑ 募集人員  _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

学 部 学 科 学 系 募集人員 

国際総合科学部 国際総合科学科 

国際教養学系 若干名 

国際都市学系 若干名 

経営科学系 若干名 

理 学 系 若干名 

 

❑ 日 程 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

平成 25 年 

 9 月 6 日(金) ～ 9 月 10 日(火) 

平成 25 年 

10 月 5 日（土） 

平成 25 年 

10 月 22 日（火） 

平成 25 年 

12 月 25 日（水） 

 

❑ 試 験 場 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

横浜市立大学 金沢八景キャンパス 

 

❑ 出願資格・要件_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

次の①および②のいずれにも該当する者 

① 日本国籍を有する者または日本国の永住許可を得ている者その他これに準ずる者で、外国で学校教

育を受けたことがある者のうち、次のア・イのいずれかに該当する者 

※外国に設置されている教育機関であっても日本の教育制度に基づく在外教育施設を除く 

ア 外国において、学校教育における 12年の課程のうち、最終学年を含む課程に 2年以上継続して

在学し、2012年 4月 1日から 2014年 3月 31日までに卒業(修了)した者、もしくは卒業(修了)

見込みの者 

イ 2012年 4月 1日から 2014年 3月 31日までに、日本国内の高等学校等を卒業した者または卒業

見込みの者のうち、中・高等学校を通じて 3 年以上外国の学校で教育を受け、かつ、日本国内

の高等学校等の在籍期間が 2年未満の者 

② 下記に定める資格のいずれかのスコア・級を有し、公式な成績証明書を提出できる者 

＜但し、TOEFL-ITP、TOEIC-IP は認められません＞ 

国際教養学系 ：TOEFL-PBT 500 点（iBT 61 点）以上、TOEIC 600 点以上、 

国際都市学系  GTEC for STUDENTS 700 点以上、または実用英語技能検定（英検）準１級以上 

経営科学系 

理 学 系 ：TOEFL-PBT 460 点（iBT 48 点）以上、TOEIC 500 点以上、 

GTEC for STUDENTS 600 点以上、または実用英語技能検定（英検）２級以上 

 

 

 

出願期間【郵送必着】 選考日 合格発表日 入学手続日 

海外帰国生入試 

海外帰国生入試 
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❑ 選考方法  _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

学 系 科目等 備 考 

国際教養学系 

小論文 
人文科学・社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問

題意識、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、

学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

国際都市学系 

小論文 
人文科学・社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問

題意識、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、

学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

経営科学系 

小論文 
社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問題意識、理

解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、

学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

理 学 系 

小論文 
自然科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問題意識、理

解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
理科に関する知識を含み、自然科学に対する学習意欲や適性などを

総合的に評価します。 

 

❑ 合否判定基準 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

小論文（配点 100点）、面接（配点 100点）の合計点を審査基準とし、合計得点の高い者を合格とします。 

海外帰国生入試 
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❑ 募集人員  _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

学 部 学 科 学 系 募集人員 

国際総合科学部 国際総合科学科 

国際教養学系 若干名 

国際都市学系 若干名 

経営科学系 若干名 

理 学 系 若干名 

 

❑ 日 程 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

平成 25 年 

 9 月 6 日(金) ～ 9 月 10 日(火) 

平成 25 年 

10 月 5 日（土） 

平成 25 年 

10 月 22 日（火） 

平成 25 年 

12 月 25 日（水） 

 

❑ 試 験 場 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

横浜市立大学 金沢八景キャンパス 

 

❑ 出願資格・要件_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

日本国籍を有する者または日本国の永住許可を得ている者その他これに準ずる者で、次の①および②

のいずれにも該当する者 

① 国際バカロレア事務局から、2012 年 4 月 1 日から 2014 年 3 月 31 日までに国際バカロレア資格

（International Baccalaureate Diploma）を授与された者もしくは授与される見込みの者で 2014

年 4月 1日までに 18歳に達する者（1996年 4月 1日以前に生まれた者）、またはこれに準ずる者 

② 下記に定める資格のいずれかのスコア・級を有し、公式な成績証明書を提出できる者 

＜但し、TOEFL-ITP、TOEIC-IPは認められません＞ 

国際教養学系 ：TOEFL-PBT 500点（iBT 61点）以上、TOEIC 600点以上、 

国際都市学系  GTEC for STUDENTS 700点以上、または実用英語技能検定（英検）準１級以上 

経営科学系 

理 学 系 ：TOEFL-PBT 460点（iBT 48点）以上、TOEIC 500点以上、 

GTEC for STUDENTS 600点以上、または実用英語技能検定（英検）２級以上 

 

 

 

 

 

 

 

出願期間【郵送必着】 選考日 合格発表日 入学手続日 

国際バカロレア入試 

国際バカロレア入試 
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❑ 選考方法  _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

学 系 科目等 備 考 

国際教養学系 

小論文 
人文科学・社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問

題意識、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、

学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

国際都市学系 

小論文 
人文科学・社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問

題意識、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、

学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

経営科学系 

小論文 
社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問題意識、理

解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、

学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

理 学 系 

小論文 
自然科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問題意識、理

解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
理科に関する知識を含み、自然科学に対する学習意欲や適性などを

総合的に評価します。 

 

❑ 合否判定基準 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

小論文（配点 100点）、面接（配点 100点）の合計点を審査基準とし、合計得点の高い者を合格とします。 

国際バカロレア入試 
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❑ 募 集 人 員 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

学 部 学 科 学 系 募集人員 

国際総合科学部 国際総合科学科 

国際教養学系 若干名 

国際都市学系 若干名 

経営科学系 若干名 

理 学 系 若干名 

 

❑ 日 程 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

平成 25 年 

 9 月 6 日(金) ～ 9 月 10 日(火) 

平成 25 年 

10 月 5 日（土） 

平成 25 年 

10 月 22 日（火） 

平成 25 年 

12 月 25 日（水） 

 

❑ 試 験 場 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

横浜市立大学 金沢八景キャンパス 

 

❑ 出願資格・要件 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

外国人（在留資格が永住の者を除く。また、日本国籍との二重国籍者は含まない）で、次の①、②、

③のいずれにも該当する者 

① 外国において日本国以外の学校教育制度による 12年の課程を修了し（2014年 3月までに修了見

込みの場合を含む）その国において大学入学資格を有する者およびこれに準ずる者で文部科学

大臣の指定した者 

＊「12年の課程」に日本の学校での在学期間（外国にある日本の教育制度に準拠した学校に在籍

した場合も含む）が含まれる場合は、中学・高校を通算して在学期間が 2年以内であり、かつ

卒業した高校が外国の学校（日本にある外国人学校を含む）であれば出願資格を認める。 

＊準ずる者とは、外国の検定試験合格者、外国人を対象とする準備教育課程の修了者、日本国内

に設置された外国の教育施設の修了者 

○文部科学大臣が指定した者（国際バカロレア取得者、独アビトゥア取得者、仏バカロレア取

得者）および国際的な評価団体の認定を受けた教育施設に置かれる 12年の課程の修了者で、

2014年 4月 1日までに 18歳に達する者 

○その他、本学において上記と同等の学力を有すると認めた者 

② 2012年 11月または 2013年 6月に実施された日本留学試験（独立行政法人日本学生支援機構）

を受験し、次の成績以上の者（１回の試験において、下表の要件を満たしていること） 

学 系 受 験 科 目 必 要 成 績 

国際教養学系 
国際都市学系 
経営科学系 

日本語（聴解・聴読解、読解、記述の合計） 270点（60%） 

数学（コース１） 120点（60%） 

総合科目 120点（60%） 

理 学 系 

日本語（聴解・聴読解、読解、記述の合計） 270点（60%） 

数学（コース２） 120点（60%） 

理科（物理・化学・生物から２科目合計） 120点（60%） 

出願期間【郵送必着】 選考日 合格発表日 入学手続日 

外国人留学生入試 

外国人留学生入試 
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③ 下記に定める資格のいずれかのスコア・級を有し、公式な成績証明書を提出できる者 

＜但し、TOEFL-ITP、TOEIC-IPは認められません＞ 

国際教養学系 ：TOEFL-PBT 500点（iBT 61点）以上、TOEIC 600点以上、 

国際都市学系  GTEC for STUDENTS 700点以上、または実用英語技能検定（英検）準１級以上 

経営科学系 ：TOEFL-PBT 460点（iBT 48点）以上、TOEIC 500点以上、 

理 学 系  GTEC for STUDENTS 600 点以上、または実用英語技能検定（英検）２級以上 

ただし、英語を教授言語とする学校の出身者は不要。 

 

❑ 選 考 方 法 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

学 系 科目等 備 考 

国際教養学系 

小論文 
人文科学・社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問

題意識、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、

学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

国際都市学系 

小論文 
人文科学・社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問

題意識、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、

学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

経営科学系 

小論文 
社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問題意識、理

解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、

学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

理 学 系 

小論文 
自然科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問題意識、理

解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
理科に関する知識を含み、自然科学に対する学習意欲や適性などを

総合的に評価します。 

 

❑ 合否判定基準 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

小論文（配点 100点）、面接（配点 100点）の合計点を審査基準とし、合計得点の高い者を合格とします。 

外国人留学生入試 
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❑ 募 集 人 員 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

学 部 学 科 学 系 募集人員 

国際総合科学部 国際総合科学科 

国際教養学系 若干名 

国際都市学系 若干名 

経営科学系 若干名 

理 学 系 若干名 

 

❑ 日 程 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

 

平成 25 年 

 9 月 6 日(金) ～ 9 月 10 日(火) 

平成 25 年 

10 月 5 日（土） 

平成 25 年 

10 月 22 日（火） 

平成 25 年 

12 月 25 日（水） 

 

❑ 試 験 場 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

横浜市立大学 金沢八景キャンパス 

 

❑ 出願資格・要件_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

次の①および②のいずれにも該当する者（ただし、外国籍の者については、在留資格が永住の者に限る） 

① 平成 26（2014）年 4月 1日までに満 25歳に達する者（1989年 4月 1日以前に生まれた者）のうち、

次のア～ウのいずれかに該当する者 

ア 高等学校（中等教育学校を含む。以下同じ）を卒業した者 

イ 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者 

ウ 学校教育法施行規則第 150 条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

られる者 

② 下記に定める資格のいずれかのスコア・級を有し、公式な成績証明書を提出できる者 

＜但し、TOEFL-ITP、TOEIC-IPは認められません＞ 

TOEFL-PBT 500点（iBT61点）以上、TOEIC 600 点以上、 

または実用英語技能検定（英検）準１級以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出願期間【郵送必着】 選考日 合格発表日 入学手続日 

社会人入試 

社会人入試 
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❑ 選 考 方 法 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

学 系 科目等 備 考 

国際教養学系 

小論文 
人文科学・社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問
題意識、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、
学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

国際都市学系 

小論文 
人文科学・社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問
題意識、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、
学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

経営科学系 

小論文 
社会科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問題意識、理
解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
志望動機、関心のある分野、将来の進路などに関する質問を通じ、
学習意欲、理解力、表現力などを総合的に評価します。 

理 学 系 

小論文 
自然科学分野に関する課題（英文を含む）を提示し、問題意識、理
解力、表現力などを総合的に評価します。 

面 接 
理科に関する知識を含み、自然科学に対する学習意欲や適性などを
総合的に評価します。 

 

❑ 合否判定基準 _/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/ 

小論文（配点 100点）、面接（配点 100点）の合計点を審査基準とし、合計得点の高い者を合格とします。 

社会人入試 
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■ ２０１３（平成２５）年度 入試結果 
▼国際総合科学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１３入試結果 

上段(女子)、下段〈現役〉は内数

入試区分 募集人員
志願
倍率

第１次選抜

合格者数
受験者数

追加
合格者数

実質
倍率

(50)
〈65〉
(50)

〈79〉
(30)

〈49〉
(47)

〈53〉
(39)

〈92〉
(70)

〈147〉
(86) (41) (36)

〈131〉 〈65〉 〈56〉
(85) (28) (22)

〈116〉 〈31〉 〈24〉
(849) (355) (242)

〈1,308〉 〈581〉 〈379〉
(24) (5) (5)

〈33〉 〈9〉 〈9〉
(11) (7) (7)

〈13〉 〈8〉 〈8〉
(13) (6) (6)

〈21〉 〈10〉 〈10〉
(25) (9) (9)

〈39〉 〈12〉 〈12〉
(73) (27) (27)

〈106〉 〈39〉 〈39〉
(29) (29) (29)

〈35〉 〈35〉 〈35〉
(22) (22) (22)

〈23〉 〈23〉 〈23〉
(37) (37) (37)

〈48〉 〈48〉 〈48〉
(21) (21) (21)

〈35〉 〈35〉 〈35〉
(109) (109) (109)

〈141〉 〈141〉 〈141〉
(56) (15) (15)

〈67〉 〈16〉 〈16〉
(28) (14) (14)

〈35〉 〈14〉 〈14〉
(13) (9) (9)

〈18〉 〈10〉 〈10〉
(17) (7) (7)

〈23〉 〈9〉 〈9〉
(114) (45) (45)

〈143〉 〈49〉 〈49〉
(14) (3) (2)
〈-〉 〈-〉 〈-〉
(4) (0) (0)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(3) (2) (1)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(5) (3) (2)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(26) (8) (5)
〈-〉 〈-〉 〈-〉
(2) (1) (1)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(1) (1) (1)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(8) (5) (4)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(0) (0) (0)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(11) (7) (6)
〈-〉 〈-〉 〈-〉
(1) (1) (1)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(1) (1) (1)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(0) (0) (0)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(0) (0) (0)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(2) (2) (2)

〈-〉 〈-〉 〈-〉
(442) (154) (115)

〈550〉 〈204〉 〈136〉
(209) (122) (97)

〈254〉 〈147〉 〈115〉
(294) (168) (127)

〈550〉 〈307〉 〈221〉
(239) (109) (97)

〈344〉 〈152〉 〈136〉
(1,184) (553) (436)

〈1,698〉 〈810〉 〈608〉

学系

経営科学系

国際都市学系

国際教養学系

Ｂ方式
理学系

経営科学系

国際都市学系

国際教養学系

理学系

経営科学系

国際都市学系

国際教養学系

理学系

経営科学系

推薦
【公募制】

推薦【公募制】 計

理学系

経営科学系

(62)
〈76〉

(52)

〈70〉

(70)
〈153〉

国際都市学系

国際教養学系

－ 2.6 46

2.2 10

10 47 4.7 2.8 17

35 118

3.4 10－ 34 10 －

2.2 － 22 10 －

－ － 2 2 －

1.0 －

47 17

35 1.2 －

1.0 －

5 15 3.0 －

3.4 －

－

1.0

6 5 － 1.2

141 141 － 1.0

11 － 1.7

468

37

1.9

3.3

－ 1.0 35

48

35

48 － 1.0 48

23－ 1.0

15 9 － 1.7 9

－

118 46

志願者数 合格者数
※追加合格者数を含む

入学者数

1.80

2.2

170

1,709 －

－

4.1

5.7

0

0

0

1,378

153

84 60 0

509 187 0 2.7

ＡＯ

15 8

2

2

420

30

15 41 2.7 33 32 16

25 23 0.9 － 23 23

147 141

若干名

141

42 35 0.8 － 35 35 － 1.0 35

16

10 27 2.7 20 19 12 － 1.6 12

15 75 5.0 33 28 16 － 1.8

－ 2.0 16

－ － 35 24 － 1.5 13

海外帰国生

若干名 25 － － － 1.9 5

若干名 13 － － 12 9 － 1.3 4

外国人留学生

若干名 3 － － 3 － 1.5

若干名 2 － － 2 2 － 1.0

1 － － 1 1 － 1.0

経営科学系

2

若干名 13 － － 13 6 － 2.2 5

1

1

若干名 19 － － 19 11 － 1.7 9

社会人

若干名 2 － － 2 － 1.0

若干名 0 － － 0 0 － －

若干名 1 － － 1

2

若干名 0 － － 0 0 － － 0

1 － 1.0 1

0

若干名 3 － － 3 3 － 1.0 3

合　　計

140 669 4.8 33 480 231 0

140 476 3.4 20 426 195 0

120 312 2.6 33 263 177

学部 計

理学系

経営科学系

2.1 156

250 761 3.0 20 623 392 0 1.6 273

0 1.5 136

2.2 170

650 2,218 3.4 106 1,792 995 0 1.8 735

推薦
【指定校制】

30 363 83

50 182 3.6 － 164 79

259

715

46

120

35

一般
〔前期日程〕

120

7513855

50

10 34 3.4

Ｂ方式
495

224 3.0

5.8

－

－

1.4

〈415〉
(316)

(142)

0 4.4

一般 計

推薦【指定校制】 計

638 3.5 －

86

85

194

Ａ方式

Ａ方式

Ｂ方式

Ａ方式

Ｂ方式

Ａ方式 0 2.1

25 189 65

66

60

〈183〉 0 2.9

3若干名 10 － －

1若干名

(220)
〈463〉

11

48 173 3.6 106 98 55 － 1.8 55

8 30 3.8 20 19

国際都市学系

国際教養学系

帰国生 計 若干名 55

7

10 22

国際都市学系

国際教養学系

社会人 計

理学系

経営科学系

国際都市学系

国際教養学系

留学生 計

理学系

国際都市学系

国際教養学系

理学系

ＡＯ 計

50 48

30
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▼医学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼大学計 

 

 

 

■ ２０１３（平成２５）年度 合格者平均点・最低点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１３入試結果 

上段(女子)、下段〈現役〉は内数

入試区分 募集人員
志願
倍率

第１次選抜

合格者数
受験者数

追加
合格者数

実質
倍率

(177) (33) (31)
〈199〉 〈42〉 〈42〉
(192) (87) (82)

〈158〉 〈74〉 〈69〉
(369) (120) (113)

〈357〉 〈116〉 〈111〉
(30) (30) (30)

〈30〉 〈30〉 〈30〉
(30) (30) (30)

〈30〉 〈30〉 〈30〉
(177) (33) (31)

〈199〉 〈42〉 〈42〉
(222) (117) (112)

〈188〉 〈104〉 〈99〉
(399) (150) (143)

〈387〉 〈146〉 〈141〉
6 2.3 204

1.9 114

6 2.9 90

100 235 2.4 － 225 120 0

90 419 4.7 297 282 96

－ 1.0

－ 1.0 30

160 624 3.9 297 477 186 6

30 30 1.0 －

30

合　　計

推薦
【指定校制】

30 30

190 654 3.4 297 507 216

30 30 1.0 － 30 30

96 6 2.9

入学者数

一般
〔前期日程〕

90 419 4.7 297 282 90

70 205 2.9 － 195 90 0 2.2 84

2.6 174

志願者数 合格者数
※追加合格者数を含む

学科

学部 計

看護学科

医学科

推薦【指定校制】 計

一般 計

看護学科

看護学科

医学科

上段(女子)、下段〈現役〉は内数

募集人員
志願
倍率

第１次選抜

合格者数
受験者数

追加
合格者数

実質
倍率

(1,583) (703) (579)
〈2,085〉 〈956〉 〈749〉939

志願者数 合格者数
※追加合格者数を含む

入学者数

総　　計 403 6840 2,872 3.4 2,299 1,211 1.9

●推薦入試【公募制】 合格者平均点・最低点
配点 合格者平均点

センター試験 センター試験

716.0 679.4
(71.6%) (67.9%)

695.1 640.6
(69.5%) (64.1%)

685.5 637.6
(68.6%) (63.8%)

725.7 684.2
(72.6%) (68.4%)

●一般選抜〔前期日程〕 第１段階選抜 合格者平均点・最低点
配点 合格者平均点

センター試験 センター試験

853.9 802.4
(85.4%) (80.2%)

●一般選抜〔前期日程〕 合格者平均点・最低点

センター試験 ２次試験 合計 センター試験 ２次試験

700.3 226.0 844.2
(70.0%) (45.2%) (56.3%)

564.5 238.9 756.6
(80.6%) (47.8%) (63.1%)

666.5 262.0 817.6
(66.7%) (52.4%) (54.5%)

532.0 267.6 710.2
(76.0%) (53.5%) (59.2%)

673.8 256.2 808.0
(67.4%) (51.2%) (53.9%)

551.4 287.8 791.4
(78.8%) (57.6%) (66.0%)

684.0 395.4 998.6
(68.4%) (49.4%) (55.5%)

712.1 298.1 949.8
(71.2%) (49.7%) (59.4%)

873.9 695.2 1,482.4
(87.4%) (57.9%) (67.4%)

641.8 179.7 770.4
(71.3%) (59.9%) (64.2%)

※追加合格者の人数・得点は含まれません。

国際総合科学部

理学系

経営科学系

国際都市学系

国際教養学系

合格最低点

学部 学系 募集人員 合格者数 合格最低点

学系・学科
合格者平均点配点

合格者数募集人員学部

5 9 1,000

1,0001010

1,000

1,000

17

10

10

10

1,200

50 60 1,000 500 1,500

1,5005001,0007555

1,200

学部 学科 志願者数 合格者数 合格最低点

30 46 1,000 600 1,600

90 90 1,000 1,200 2,200

60 187

1,800

25 65 700 500 1,200

1,200

Ａ方式

Ｂ方式

医学部 医学科 419 297 1,000

500

経営科学系

国際都市学系

国際教養学系

30 83 700Ｂ方式

Ａ方式

1,500120 120

医学部

国際総合科学部

理学系

50 79 1,000

500

70 90 900

1,000

Ａ方式

Ｂ方式

Ａ方式

Ｂ方式

300

800

看護学科

医学科

700 500
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■ ２０１３（平成２５）年度 都道府県別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１３入試結果 
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大学案内・募集要項（願書）の入手方法 

■ テレメールで請求する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「モバっちょ」で請求する 
   ❖ スマホ・ケータイ・パソコンから請求できます。                            「モバっちょ」 

    下記 URL にアクセスするか、スマホ・ケータイで右のバーコードを読み取ってください。                                                            

                        

【URL】 http://djc-mb.jp/yokohama-cu3/ 

    ◇大学案内・各種学生募集要項：各２００円 
     ≪料金の支払い方法≫ 

請求時払い 
携帯払い、スマホ払い、クレジットカード払いができます。（支払手数料は別途 50 円必要です。） 
※携帯電話・スマホの機種、携帯電話会社との契約状況によって、通話料金と一緒にお支払できない場合がありま
す。その場合は、コンビニ後払いを選択してください。 

後払い 資料到着後、コンビニでお支払いください。（支払手数料は別途 126 円必要です。） 

■「モバっちょ」での請求方法についてのお問合せ先 

      大学情報センター株式会社 モバっちょカスタマーセンター ☎ 050-3540-5005 （平日 10:00～18:00） 

 

                            

「がんばれ国公立大学受験生!!」サイトから、入試をはじめとする本学の情報を見ることができます。 
メールマガジンの登録をすれば、本学からのお知らせが自動的に配信されます。 
情報サイトの利用料もメールマガジンの登録料も無料（通信料は除く）です。 
ぜひご利用ください！ 

 ケータイ・スマホで 横浜市立大学の各種情報が見られます！ 

http://ycu.jp/  ▼  

http://djc-mb.jp/yokohama-cu3/
http://ycu.jp/


〒236-0027　神奈川県横浜市金沢区瀬戸 22-2

www.yokohama-cu.ac.jp
tel.045-787-2055 fax.045-787-2057

横浜港

新横浜駅

横浜駅

桜木町駅

黄金町駅 元町・中華街駅

阪東橋駅湘南台駅

戸塚駅

舞岡駅上大岡駅

大船駅 新杉田駅

金沢文庫駅

市大医学部駅

金沢八景駅

金沢八景駅

至渋谷

至池袋、川越方面

至八王子

至東京・品川

至藤沢・小田原

新逗子駅

逗子駅

至三崎口
至久里浜

菊名駅

京急鶴見駅

鶴見小野駅

関内駅

東
海
道
新
幹
線

東
海
道
本
線

鶴
見
線

京
浜
急
行
線

線
横
東
急
東

根岸線

横
須
賀
線

横
須
賀
線

市営地下鉄線

みなとみらい線

横浜線

快特約20分

快特または特急
約20分

京浜急行線

JR

約20分

約13分

品川 金沢八景横浜

羽田空港

新横浜

シーサイドライン

Access Map
交通のご案内

JR鶴見駅

舞岡キャンパス（木原生物学研究所）

●大学院

　 生命ナノシステム科学研究科
　　生命環境システム科学専攻  
　　 ※一部は金沢八景キャンパス

●木原生物学研究所

〒244-0813  横浜市戸塚区舞岡町641-12

● 045-820-1900

● 市営地下鉄「舞岡駅」下車徒歩10分

至上永谷

舞岡
キャンパス

至戸塚 市営地下鉄市営地下鉄
舞岡駅

コンビニエンスコンビニエンス
ストア

農協

正門

舞岡小

至国道1号

至下永谷

〒236-0027  横浜市金沢区瀬戸22-2

● 045-787-2311

● 京浜急行「金沢八景駅」下車徒歩5分

●シーサイドライン「金沢八景駅」より徒歩７分

横浜市立大学 横浜市立金沢
高等学校

国道16 号

京浜急行線

至品川

至新逗子

至三崎口

シーサイドライン
金沢八景駅

改札を出て駅ホーム
下ガードをくぐる

金沢八景駅

京急金沢八景駅～大学

シーサイドライン
金沢八景駅～大学

鶴見キャンパス

●大学院

　生命医科学研究科

　　生命医科学専攻

〒230-0045  横浜市鶴見区末広町1-7-29

● 045-508-7201～7203

● JR京浜東北線「鶴見駅」東口および

　 京浜急行線「京急鶴見駅」前７番乗り場から、

    川崎鶴見臨港バス鶴08系統「ふれーゆ」行き

   で約15分、「理研・市大大学院前」下車　

● JR鶴見線「鶴見小野駅」下車徒歩15分

JR鶴見駅

京急鶴見駅

鶴見
キャンパス

鶴見大橋

鶴見小野駅野駅

国道駅国道駅国道駅
第一京浜国道 鶴見橋

至横浜 至川崎

JR京浜東北線JR京浜東北線
京浜急行線

首都高速（横浜羽田空港線）

至三ツ沢・
横浜公園 至羽田空港

浅野駅浅野駅

新芝浦駅新芝浦駅

海芝浦駅

鶴
見
川

潮鶴橋

〒232-0024  横浜市南区浦舟町4-57

● 045-261-5656

● 京浜急行「黄金町駅」下車徒歩10分

● 市営地下鉄「阪東橋駅」下車徒歩5分

● 市営バス「浦舟町」下車徒歩１分

附属市民総合
医療センター

黄金町駅
至金沢八景 至横浜

京浜急行線

市営地下鉄
阪東橋駅阪東橋駅 浦舟町浦舟町浦舟町

浦舟町

●医学部（医学科・看護学科）

●大学院

●先端医科学研究センター

〒236-0004  横浜市金沢区福浦3-9

● 福浦キャンパス　045-787-2511

● 附属病院　045-787-2800

●シーサイドライン「市大医学部駅」下車徒歩1分

ガソリン
スタンド

医学部
医学研究科

附属
病院

シーサイドライン
市大医学部駅

駅
田
杉
新
至

駅
景
八
沢
金
至

附属病院

福浦キャンパス

金沢八景キャンパス

●国際総合科学部（国際総合科学科）

●医学部（医学科・看護学科）※1年次

●大学院

都市社会文化研究科
　　都市社会文化専攻

国際マネジメント研究科

国際マネジメント専攻

生命ナノシステム科学研究科
　　物質システム科学専攻
生命環境システム科学専攻　
※一部は舞岡キャンパス

附属市民総合医療センター

主要駅から京浜急行

「金沢八景駅」までの所要時間

医学研究科 医科学専攻

看護学専攻
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 本大学の使命と３つの理念 
 

国際都市・横浜にふさわしい国際性、創造性および倫理観を有し、高い志をもった人間を育成します。
このため、学術の中心となり、卓越した知的資源を創出し、地域社会はもとより広く世界をも視野に入
れ貢献するとともに、国際社会に通用する大学となります。 

１ 学習成果を最大限に引き出し、自ら課題を見つけ探求する姿勢と様々な問題を解決する能力が
備わった人間の育成に努めます 

２ 学生のキャリア形成に主眼を置いた様々な支援プログラムを提供し、国際社会で通用する人間
の育成に努めます 

３ 横浜市が有する意義ある大学として、人材育成、産学連携、市民医療など地域への貢献を推し
進めます 

 求める学生像、望ましい資質 

 ▼ 横浜市立大学が求める学生像 ▼ 

   横浜市立大学では、学部・学科・学系によらず、次のような人を求めます。 

 既成の枠組みや慣行にとどまらず、自由で創造的な姿勢で真理を探究する人 

 課題意識を持って、自らの人生を生き抜く強い意志力を備えた人 

 地域社会のみならず、広く人類社会に貢献する意欲を持つ人 

 ▼ 望 ま し い 資 質 ▼ 

 

国際総合科学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 人間と自文化・異文化についての旺盛な好奇心を持つ人 

 外国語への関心を持ち文化交流や情報発信に積極的な人 

 社会や文化について深く考え追求できる人 

 まちを歩くのが好きで社会の動きや流行に敏感な人 

 新しいことにチャレンジしてあきらめない人 

 枠におさまらずにいろいろなことに興味を持つ人 

 経済・社会問題など社会科学の話題に興味を持つ人 

 企業経営や市場、政策、地域に対する旺盛な好奇心を持つ人 

 多様な観点から経済社会の問題に取り組む意欲を持つ人 

 自然科学に対する強い関心と探求心がある人 

 実験し発見することに喜びを感じられる人 

 自然科学を発展させる意欲にあふれる人 

 

医学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 高い倫理観と医学分野への深い関心を有する人 

 思いやりがあり、命を尊ぶ心を有する人 

 柔軟性と協調性を備えた高いコミュニケーション能力を有する人 

 自ら問題を発見し、解決するための学習意欲を有する人 

 医療の担い手たる責任感・使命感を有する人 

 自ら生活習慣を改善し、健康増進に取り組む意欲を有する人 

 医学界をリードし、医学・医療の進歩に世界レベルで貢献する熱意を有する人 

看護学科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 生命と個人の尊厳を尊ぶ姿勢のある人 

 高い責任感・使命感・倫理観を有する人 

 向学心を有する人 

 看護実践者として社会に貢献する意欲のある人 

 将来、看護実践における問題や課題に着目し、解決することへの学習意欲のある人 

 

アドミッションポリシー 



 
2 

 

 一般選抜入学試験で求められること 

 

総合的な基礎学力を評価する大学入試センター試験（第１次試験）と、外国語能力や志望分野について
の問題意識、理解力、論理的思考能力などを評価する個別学力検査（第２次試験）により選抜します。 

国際教養学系の第２次試験は、英語と小論文の試験により行います。小論文では、現代世界の社会・
文化問題に知識と関心を持っているか、複雑な社会・文化現象に対する分析力と理解力を持っているか
を評価します。 
国際都市学系の第２次試験は、英語と小論文の試験により行います。小論文では、国際社会や都市に

関心を持ち、現代的な課題や問題に気づいたり理解する力を持っているかを評価します。 
経営科学系の第２次試験は、英語と小論文の試験により行います。小論文では、社会現象に対する理

解力や思考力、および社会科学に関する総合的な能力を持っているかを多角的に評価します。 
理学系の第２次試験は、英語、理科、数学の試験により行います。理科と数学の試験では、物理・化

学・生物学・数学の基礎をよく理解し、自然現象や科学技術などを基本に根ざした視点でとらえる力が
あるかを評価します。 

 

総合的な基礎学力を評価する大学入試センター試験（第１次試験）と、個別学力検査（第２次試験）により選
抜します。 
医学科の２次学科試験においては自然科学（理科）、外国語（英語）、数学を課し、いずれの分野におい

ても基礎をよく理解しているかどうか、また小論文と面接においてはものの考え方やコミュニケーショ
ン能力を評価します。 
看護学科の第２次試験においては保健医療・福祉の分野に関わる問題・課題についての基本的な知識

や自己の見解などを論理的に表現できる力を評価します。 

 多様な入試制度で求められること 

 

 推薦入試【指定校制】   

本学への入学実績に基づき本学国際総合科学部が指定する高等学校の在籍者を対象として、在籍中の
英語を含めた幅広い基礎学力が備わっているかを評価する書類選考と面接により評価します。 

  推薦入試【公募制】    

本学を第１志望とし、出身学校長の推薦を受け、大学入試センター試験において本学の指定する教
科・科目のすべてを受験した人を対象に実施します。卒業見込の人に加え前年３月に卒業した人も出願
できます。書類選考とセンター試験の成績によって評価します。 

      ＡＯ入試       

高校生から社会人まで、大学入学資格を持つ人を広く対象として独自の個性や資質などを備えた人を選抜
するため実施します。関心ある分野における積極的な活動やそれに対する自己評価、入学後の目標を記した
書類および高等学校の調査書(またはそれに代わる書類)、英語外部試験の成績の提出が必要です。１次の書
類選考合格者には２次試験として書類内容に即したプレゼンテーションを課し、総合判定します。 

 海 外 帰 国 生 入 試   

外国の高等学校で学んだ邦人等を対象に実施します。英語外部試験において一定以上の成績を修めて
いることが必要です。日本とは異なる教育制度の元で修得した学科目の修得内容や外国滞在経験により
培われた国際的感覚などを評価するため、筆記試験および面接を行います。 

 国際バカロレア入試   

国際バカロレア（ＩＢ）資格を取得した（または取得見込みの）邦人等を対象に実施します。ＩＢ資格の
取得地は日本国内・国外を問いませんが、英語外部試験において一定以上の成績を修めていることが必
要です。日本語能力等を評価するため、筆記試験および面接を行います。 

 外国人留学生入試   

日本国以外の学校教育制度による 12 年の課程を修了(または修了見込)し、その国において大学入学資
格を有する外国人を対象として実施します。日本留学試験および英語外部試験において一定以上の成績
を修めていることが必要です。また日本語能力および思考力や基礎学力について、筆記試験および面接
により評価します。 

 社 会 人 入 試   

大学入学資格を持ち、満２５歳以上の人を対象として実施します。英語外部試験において一定以上の成績
を修めていることが必要です。選抜においては、筆記試験および面接を課し、評価します。 

 

 推薦入試【指定校制】   

本学看護学科が指定する高等学校の在籍者を対象として、在籍中の書類選考と面接により評価します。
卒業後は横浜市内を中心とした地域医療へ積極的に貢献できる人の入学を期待する制度です。 

国際教養学系／国際都市学系／経営科学系／理学系 

看護学科 

アドミッションポリシー 
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学部構成／入試制度・募集人員 

◆ ２０１４（平成２６）年度 入試制度・募集人員 ◆ 

◆  学 部 構 成 ◆ 

国際総合科学部 

医 学 科 

医 学 部 

看 護 学 科 

国際総合科学科 
２年次進級時に 

コース選択 

 

 

 

 

国際教養学系 

国際都市学系 

経営科学系 

理 学 系 

入 試 区 分 
 

【国際総合科学部】 

▼コース選択は２年次進級時 

入試区分に応じた学系のコースへ進

級することになりますが、各学系のコ

ースは２年次進級時に選択します。 

▼一定の条件で 

希望するコースに進級可能 

２年次の学系・コース進級の際には、

共通教養の「専門との連携科目：基

礎科学講義」の中からそれぞれの学

系での学修の前提となる一定の科目

を履修していることが求められます。

希望する学系の進級前提科目の単

位を取得することにより受験した学系

と異なる学系のコースへ進級すること

も可能です（受け入れ上限人数を超

えた場合には成績による選抜を行い

ます）。 

人間科学コース 

社会関係論コース 

国際文化コース 

 

まちづくりコース 

地域政策コース 

グローバル協力コース 

経営学コース 

会計学コース 

経済学コース 

 

物質科学コース 

生命環境コース 

生命医科学コース 

特別選抜一般選抜

学部 学系・学科
 

一
般
選
抜

〔前
期
日
程
〕

推
薦
入
試

【公
募
制
】

推
薦
入
試

【指
定
校
制
】

Ａ
Ｏ
入
試

海
外
帰
国
生

入
試

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

入
試

外
国
人
留
学
生

入
試

社
会
人
入
試

        計

30名 若干名85名 140名 若干名

国際総合科学部

10名 15名 若干名 若干名国際教養学系
(Ａ方式　 55名)
(Ｂ方式　 30名)

(Ａ方式　 50名)
(Ｂ方式　 25名)

(Ａ方式　120名)
(Ｂ方式　 60名)

(Ａ方式　 50名)
(Ｂ方式　 30名)

―

若干名 若干名

― ―

840名 若干名

100名 

― ― 190名 

250名 

30名 

25名 

50名 

若干名

若干名

若干名

国際都市学系

理学系 80名

75名

85名

―

合　計 580名 35名 48名 若干名

30名 

177名 

医学部

―

30名 

計 160名

90名 

看護学科 70名 ― ― ― ― ―

―医学科 90名 ― ― ―

―

― ―

140名 

計 420名 35名 48名 若干名 若干名 若干名 650名 

10名 8名 若干名 若干名42名 

147名 

140名 

5名 15名 若干名 若干名 若干名 120名 

若干名

若干名

若干名

国際総合科学部

10名 15名 若干名 若干名

10名 若干名 若干名 若干名

若干名

経営科学系 180名 10名

国際教養学系
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■ ２０１４（平成２６）年度 入試日程・概要 

 

区分 学部 学系・学科 方式 
募集 

人員 

■入試日程 ■選抜方法  【上段：大学入試センター試験配点 ／ 下段：個別学力検査（第２次試験）配点】 

出願期間 試験日 合格発表日 入学手続日 国 語 歴 公 数 学 理 科 外国語 論 文 小論文 面 接  計   総 計 備考（教科・科目等） 

〔
前
期
日
程
〕 

国 

際 

総 

合 

科 

学 

部 

国際教養学系 

Ａ 55 

 

平成２６年 

１月２７日（月） 

～２月５日（水） 

【郵送必着】 

平成２６年 

２月２５日（火） 

 

平成２６年 

３月８日（土） 

 

 

 

平成２６年 

３月１４日（金） 

 

 

200 200 200 100 300 ― ― ― 1,000 

1,500 

５（６）教科７科目 

― ― ― ― 300 ― 200 ― 500  

Ｂ 30 

(200) (200) (200) ― 300 ― ― ― 700 

1,200 

３教科３科目 

― ― ― ― 300 ― 200 ― 500  

国際都市学系 

Ａ 50 

平成２６年 

２月２５日（火） 

200 200 200 100 300 ― ― ― 1,000 

1,500 

５（６）教科７科目 

― ― ― ― 300 ― 200 ― 500  

Ｂ 25 

(200) (200) (200) ― 300 ― ― ― 700 

1,200 

３教科３科目 

― ― ― ― 300 ― 200 ― 500  

経営科学系 

Ａ 120 

平成２６年 

２月２５日（火） 

 

200 200 200 100 300 ― ― ― 1,000 

1,500 

５（６）教科７科目 

― ― ― ― 300 ― 200 ― 500  

Ｂ 60 

(200) (200) (200) ― 300 ― ― ― 700 

1,200 

３教科３科目 

― ― ― ― 300 ― 200 ― 500  

理 学 系 

Ａ 50 

平成２６年 

２月２５日（火） 

200 100 200 200 300 ― ― ― 1,000 

1,800 

５教科７科目 

― ― 200 400 200 ― ― ― 800 理科２科目 

Ｂ 30 

200 100 200 200 300 ― ― ― 1,000 

1,600 

５教科７科目 

― ― 200 200 200 ― ― ― 600 理科１科目 

医 

学 

部 

医 学 科 

 

90 
平成２６年 

２月２５日（火） 
２月２６日（水） 

200 100 200 200 300 ― ― ― 1,000 

2,200 

５教科７科目 

― ― 400 400 400 ― * * 1,200 *段階評価 

看 護 学 科 

 

70 
平成２６年 

２月２５日（火） 

200 100 
(100) 

(200) 

(200) 

(100) 
300 ― ― ― 900 

1,200 

５教科６科目 

― ― ― ― ― 300 ― ― 300  

 

入試日程・概要 入試日程・概要 

 

一般選抜 
※一般選抜の詳細につきましては 12頁～23頁を確認してください。 
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■ ２０１４（平成２６）年度 入試日程・概要 

 

区分 学 部 学系・学科 
募集 

人員 

■入試日程 ■選考方法 ■英語資格 【出願時に下記のスコア・級以上の公式な証明書を提出】 

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続日 科目等 TOEFL-PBT(iBT) TOEIC GTEC for STUDENTS 英検 

推
薦
入
試
【指
定
校
制
】 

国際総合科学部 

国際教養学系 30 
 

平成２５年 

１１月１日（金） 
～１１月６日（水） 
【郵送必着】 

平成２５年 

１１月２３日（土・祝） 
 

平成２５年 

１２月 ３日（火） 
 

平成２５年 

１２月２５日（水） 
  

書類審査 および 面接 

417 点（35 点） 400 点 500 点 準 2 級 

国際都市学系 25 417 点（35 点） 400 点 500 点 準 2 級 

経営科学系 50 要提出（スコア・級 不問） 

理 学 系 42 必須ではないが、何らかのスコア・級を提出することが望ましい 

医 学 部  看 護 学 科 30 417 点（35 点） 400 点 500 点 準 2 級 

Ａ
Ｏ
入
試 

国際総合科学部 

国際教養学系 15 
平成２５年 
８月３０日（金） 
～９月 ３日（火） 
【郵送必着】 

１次 

 書類審査 

２次 

 １０月１２日（土） 

１次 

 ９月２７日（金） 
２次 

１０月２２日（火） 

平成２５年 

１２月２５日（水） 
 

１次 

     出願書類審査 

２次 

     面接審査 

460 点（48 点） 500 点 600 点 2 級 

国際都市学系 15 460 点（48 点） 500 点 600 点 2 級 

経営科学系 10 460 点（48 点） 500 点 600 点 2 級 

理 学 系 8 417 点（35 点） 400 点 500 点 準 2 級 

海
外
帰
国
生
入
試 

国際総合科学部 

国際教養学系 若干名  

平成２５年 

９月 ６日（金） 
～９月１０日（火） 
【郵送必着】 

平成２５年 

１０月 ５日（土） 
 

平成２５年 

１０月２２日（火） 
 

平成２５年 

１２月２５日（水） 
 

小論文 および 面接 

500 点（61 点） 600 点 700 点 準 1 級 

国際都市学系 若干名 500 点（61 点） 600 点 700 点 準 1 級 

経営科学系 若干名 500 点（61 点） 600 点 700 点 準 1 級 

理 学 系 若干名 460 点（48 点） 500 点 600 点 2 級 

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
入
試 

国際総合科学部 

国際教養学系 若干名  

平成２５年 

９月 ６日（金） 
～９月１０日（火） 
【郵送必着】 

平成２５年 

１０月 ５日（土） 
 

平成２５年 

１０月２２日（火） 
 

平成２５年 

１２月２５日（水） 
 

小論文 および 面接 

500 点（61 点） 600 点 700 点 準 1 級 

国際都市学系 若干名 500 点（61 点） 600 点 700 点 準 1 級 

経営科学系 若干名 500 点（61 点） 600 点 700 点 準 1 級 

理 学 系 若干名 460 点（48 点） 500 点 600 点 2 級 

外
国
人
留
学
生
入
試 

国際総合科学部 

国際教養学系 若干名  

平成２５年 

９月 ６日（月） 
～９月１０日（火） 
【郵送必着】 

平成２５年 

１０月 ５日（土） 
 

平成２５年 

１０月２２日（火） 
 

平成 2５年 

１２月２５日（水） 
 

小論文 および 面接 

500 点（61 点） 600 点 700 点 準 1 級 

国際都市学系 若干名 500 点（61 点） 600 点 700 点 準 1 級 

経営科学系 若干名 460 点（48 点） 500 点 600 点 2 級 

理 学 系 若干名 460 点（48 点） 500 点 600 点 2 級 

社
会
人
入
試 

国際総合科学部 

国際教養学系 若干名  

平成２５年 

９月 ６日（月） 
～９月１０日（火） 
【郵送必着】 

平成２５年 

１０月 ５日（土） 
 

平成２５年 

１０月２２日（火） 
 

平成２５年 

１２月２５日（水） 
 

小論文 および 面接 

500 点（61 点） 600 点 ― 準 1 級 

国際都市学系 若干名 500 点（61 点） 600 点 ― 準 1 級 

経営科学系 若干名 500 点（61 点） 600 点 ― 準 1 級 

理 学 系 若干名 500 点（61 点） 600 点 ― 準 1 級 

区分 学 部 学 系 
募集

人員 

■入試日程 ■選考方法 ■大学入試センター試験配点 

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続日 科目等 国 語 歴 公 数 学 理 科 外国語 計 
備考 

（教科・科目等） 

推
薦
入
試
【
公
募
制
】 

国際総合科学部 

国際教養学系 10 
 

平成２６年 

１月１４日（火） 
～１月２４日（金） 
【郵送必着】 

 

― 

 

平成２６年 

２月 ７日（金） 
 

平成２６年 
２月１４日（金） 

 

大学入試センター試験成績 

および 

書類審査 

200 200 200 100 300 1,000 5（6）教科 7科目 

国際都市学系 5 200 200 200 100 300 1,000 5（6）教科 7科目 

経営科学系 10 200 200 200 100 300 1,000 5（6）教科 7科目 

理 学 系 10 200 100 200 200 300 1,000 5 教科 7 科目 
 

入試日程・概要 入試日程・概要 

 

特別選抜 
※特別選抜の詳細につきましては 24頁～37頁を確認してください。 


